
雷
別
で
森
林
づ
く
り
活
動
を
実
施

厚
岸
町
の
深
ま
る
秋
を
満
喫
！

準
備
し
た
苗
木
は
１
時
間
程
で
植
え

１
０
月
１
３
日
（
水
）
に
、
雷
別
国
有

終
わ
り
ま
し
た
が
、
笹
の
根
が
密
集
し

１
０
月
２
０
日
（
水
）
に

「
厚
岸
樹

、

林
（
標
茶
町
雷
別
）
で
、
第
２
回
「
雷
別

て
い
て
、
植
穴
を
掘
る
の
に
苦
労
さ
れ

木
園
」
及
び
隣
接
す
る
「
緑
の
ふ
る
さ
と

ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

た
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

公
園

厚
岸
町
愛
冠

で

第
３
回

雷

」（

）

、

「

」

。

こ
の
会
は
、
雷
別
国
有
林
を
フ
ィ
ー
ル

そ
の
後
、
昼
食
の
時
間
ま
で
保
護
管

別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

を
開
催
し
ま
し
た

ド
と
し
て
、
平
成
１
９
年
７
月
か
ら
当
セ

の
組
立
て
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
、
完

会
で
、
植
樹
と
併
せ
、
根
釧
地
域
の
森

ン
タ
ー
と
協
働
で
森
林
再
生

自
然
再
生

成
し
た
保
護
管
を
植
え
た
苗
木
に
被
覆

林
の
名
所
を
巡
る
活
動
計
画
が
あ
り
、
コ

（

）

に
取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

し
て
い
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
手
慣
れ
た

ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

々
の
集
ま
り
で
す
。

様
子
で
作
業
を
進
め
ら
れ
、
予
定
よ
り

た
が
、
予
定
を
若
干
延
期
し
行
う
こ
と
が

今
回
の
「
広
葉
樹
の
森
林
づ
く
り
」
活

早
く
保
護
管
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た

出
来
ま
し
た
。

。

動
で
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ヤ
チ
ダ
モ
・
ハ
ル

森
林
づ
く
り
活
動
終
了
後
に
は
、
前

当
日
は
、
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

ニ
レ
・
カ
ツ
ラ
計
１
０
０
本
の
植
樹
と
共

年
の
活
動
で
植
樹
を
行
っ
た
箇
所
と
、

始
め
に
樹
木
園
を
訪
れ
、
針
葉
樹
と
広
葉

に
、
植
栽
木
を
野
生
生
物
の
食
害
か
ら
守

そ
の
周
辺
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

樹
が
入
り
混
じ
っ
た
天
然
林
の
中
に
、
道

る
た
め

保
護
管

ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー

会
員
か
ら
は

「
毎
回
少
し
ず
つ
の
植

内
樹
種
５
３
種
の
ほ
か
、
道
外
樹
種
１
６

、

（

）

、

の
被
覆
を
行
い
ま
し
た
。

樹
で
も
こ
ん
な
広
範
囲
の
森
林
づ
く
り

種
、
外
国
樹
種
１
３
種
の
約
８
０
０
本
の

参
加
者
は
、
青
空
が
広
が
る
気
持
ち
良

に
つ
な
が
る
ん
で
す
ね

」
と
の
感
想
が

樹
木
を
セ
ン
タ
ー
職
員
の
名
（
迷
？
）
解

。

い
秋
晴
れ
の
も
と
、
鍬
や
ス
コ
ッ
プ
を
手

あ
り
、
森
林
再
生
の
取
組
み
が
着
実
に

説
を
交
え
散
策
し
ま
し
た
。

に
植
樹
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ

参
加
者
か
ら
は

「
い
ろ
ん
な
樹
種
が

、

け
た
よ
う
で
し
た

見
れ
て
う

。

最
後
に
、
当
セ

れ
し
い
。

ン
タ
ー
所
長
か
ら

楽
し
か
っ

、

「
植
樹
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

た

図

。
」
、「

ｓ
の
観
点
か
ら
大

面
の
と
お

変
意
義
の
あ
る
活

り
樹
種
が

動
で
す

」
と
の
挨

植
え
ら
れ

。

拶
が
あ
り
、
皆
さ

て
い
て
珍

ん
充
実
し
た
表
情

し
い
、
貴

で
帰
路
に
つ
き
ま

重
な
い
い

し
た
。

も
の
を
見

▽植樹の様子

▽前年の植樹箇所を見学する様子

▽樹木の解説を聞く様子
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せ
て
も
ら

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
湿
原
の
新
た
な
魅
力
を
発
見

っ
た

」

１
０
月
２
９
日
（
金
）
に
、
釧
路
町

参
加
者
は
、
集
合
場
所
か
ら
釧
路
川
の

。

な
ど
の
声

ト
リ
ト
ウ
シ
原
野
で
、
釧
路
湿
原
自
然

対
岸
ま
で
カ
ヌ
ー
で
渡
り
、
案
内
人
の
新

が
あ
り
、

再
生
協
議
会
再
生
普
及
行
動
計
画
オ
フ

庄
氏
か
ら
ハ
ン
ノ
キ
林
の
変
化
に
伴
う
林

満
足
さ
れ

ィ
ス
主
催
の
第
２
７
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

床
の
変
化
等
の
ご
解
説
を
い
た
だ
き
な
が

て
い
ま
し

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
釧
路
川
の
彼
方
、
ひ

ら
、
湿
原
に
広
が
る
ス
ゲ
草
原
ま
で
５
０

た
。

っ
そ
り
と
ミ
ズ
ゴ
ケ
湿
原
に
広
が
る
ス

０
ｍ
ほ
ど
の
湿
原
探
検
に
向
か
い
ま
し

次
に
、

ゲ
草
原
へ
の
旅
」
が
開
催
さ
れ
、
当
セ

た
。

緑
の
ふ
る

ン
タ
ー
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

道
中
、
丹
頂
鶴
に
出
会
っ
た
り
、
様
々

さ
と
公
園

こ
の
催
し
は
、
案
内
人
に
新
庄
久
志

な
植
生
を
観
察
し
た
り
、
ス
ゲ
草
原
で
大

で
、
木
工

氏
（
釧
路
国
際
ウ
ェ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
技

の
字
に
寝
そ
べ
っ
て
休
憩
し
た
り
等
、
参

の
作
品
が

術
委
員
長
・
環
境
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

加
者
と
共
に
雄
大
な
自
然
を
満
喫
し
な
が

）

展
示
さ
れ
工
作
体
験
も
出
来
る
「
厚
岸
町

を
迎
え
、
ワ
ン
ダ
グ
リ
ン
ダ
プ
ロ
ジ
ェ

ら
、
釧
路
湿
原
の
魅
力
や
新
た
な
発
見
を

森
林
セ
ン
タ
ー

、
高
さ
２
８
ｍ
の
「
樹

ク
ト
（
＊
１
）
参
加
者
及
び
釧
路
湿
原

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

」

海
観
察
塔

（
晴
れ
た
日
は
厚
岸
市
街
や

自
然
再
生
協
議
会
再
生
普
及
小
委
員
会

」

「

」

太
平
洋
も
一
望
）
も
見
学
し
ま
し
た
。

委
員
を
対
象
と
し
て
、
湿
原
に
対
す
る

＊
１

ワ
ン
ダ
グ
リ
ン
ダ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そ
の
後
、
昼
食
箇
所
も
兼
ね
、
道
の
駅

新
た
な
視
点
や
気
付
き
を
共
有
す
る
こ

と
は
、
釧
路
湿
原
の
保
全
や
再
生
に
関
わ

厚
岸
コ
ン
キ
リ
エ
に
立
ち
寄
り
、
厚
岸
の

る
活
動
で
あ
れ

味
覚
を
味
わ
う
方
や
お
土
産
を
買
わ
れ
た

ば
、
団
体
、
個

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

人
を
問
わ
ず
、

最
後
に

当
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら

今

参
加
す
る
こ
と

、

、「

年
度
の
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
中
止

が
で
き
、
釧
路

と
な
っ
た
行
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
来
年

湿
原
の
自
然
再

度
は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
り
充
実

生
と
地
域
・
市

し
た
内
容
で
計
画
し
ま
す
の
で
是
非
ご
参

民
を
つ
な
ぎ
、

加
の
ほ
ど
を

」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
皆

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

。

さ
ん
深
ま
る
秋
を
満
喫
さ
れ
、
帰
路
に
つ

を
広
げ
る
た
め

き
ま
し
た
。

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。

▽樹木園での散策の様子

▽新庄氏による解説の様子

▽釧路湿原の風景
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